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IBM Visual Insights 事例① ⾷品製造業〜検品作業の⾃動化〜

2

期待効果
• 事前のAI検証では97%の精度で判定に成功し、お客様からも⾼評価
• AI学習機能・判定機能に加え、データ管理や通信をインターフェースも実装

し、お客様ラインとの連携を確⽴

• 重要ポイント
• 特に⾷品などでは、形状が特殊であったりばらつきがある前提のため、

工業製品用の検品システムがそのまま使えないことも多く、AIの適用
ケースが増えている

• AI開発だけでなく、関連インターフェースの開発を⾏える会社と連携し
たことが一つの勝因

ビジネス課題
• 一日40万個を⽣産する⾷品製造ラインでの不良検査は、従来１ライン

２⼈で目検で⾏っていたものの、点数が多く従業員の数も必要となっ
ていた。新工場建設にあたり、⽣産ラインの⾒直しが求められていた

• 工場ラインとAIシステムは通常は標準インターフェースを有しておら
ず、通信やデータ管理の機能が別途必要

ソリューション (提案中)
• IBM Systems ラボサービス+某社サービス︓
• ⾷品製品の検品AI＋関連システム開発 1100万

• IBM Power System AC922 1台 + S822LC 2台 合計1200万
• IBM Visual Insights 1年分 900万

開発用端末
(既存想定)

不良品排出装置(PLC制御)

社内LAN
(オフライン)

AI学習機能
AI判定機能

PLCなど
制御機器との通信機能

データ管理機能

ネットワークカメラ

AI開発用サーバー

共有ストレージ
/AIエンジン

(オンライン)
工場構内LAN
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IBM Visual Insights 事例② 電⼦部品製造業〜検品作業の⾃動化〜

期待効果
• 初期検証時点で、HALCONで誤検知していた検査項目において、

90%以上の結果修正に成功。本検証の展開ならびにパイロット化を
実現させることによって、⽣産コストの削減が期待できる

• 重要ポイント
• 画像検査ソリューションでも採用しているアルゴリズムは様々あ

り、IBM Visual Insightsのように最新の「ディープラーニン
グ」ではない古い⼿法を利用しているケースもある

• そのため、ディープラーニングの学習が最適なユースケー
スにおいては、既存の⼿法では吸収しきれない判断を適切
に⾏うことができる

• 既に撮像部分はラインに組み込まれていたため、新たなカメラ等
のコストは抑えることができた

ビジネス課題
• 数ミリ角の小さな工業製品検品業務の⾃動化。この検品に既に他社

製画像ソリューションであるHALCONを導入済みで、一部工程では
既にHALCONによる判定が稼働している

• 一⽅、一部の不良項目においては誤検知が頻発。その修正作業に⼈
⼿が発⽣している。特定の不良を⾒つける技術をお客様で検討され
ていた

ソリューション (提案中)
• DL SURF︓極小工業製品の不良検出AI  400万

• AC922 1台 + IBM Visual Insights 3ヶ月分: 合計1350万

HALCON

画像送信の流れ

判断実⾏結果の流れ 開発・推論環境
IBM Power AC922

IBMがご提案・リードする範囲

REST API
＋有償技術検証

（兼プロトタイプモデル開発）

IBM Visual Insights
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IBM Visual Insights 事例③ 素材メーカー〜打刻印の不良検出〜

期待効果
• 事前のAI検証では100%に近い精度で判定に成功、さらに多様な製

品でもトライし実務への組み込みを目指す
• 今後撮像⽅法や機器との連携も確⽴し、読み取りの⾃動化を進める

• 重要ポイント
• 文字・数字の読み取りのユースケースは、通常は専用OCRの採用

が検討されるが、対象物の性質によってはOCRではうまく読み取
れないケースもある

• 通し番号や型番の刻印であれば、覚えさせる文字や数字も少ない
ため、教師あり学習での定義も現実的に検討できる

ビジネス課題
• お客様は⾦属製品への刻印を打刻で⾏っているが、一部の製品で刻

印が正しく⾏われないことがあり従来は目検で確認を⾏っていた
• 物理的に製品を凹ませて⾏う打刻印は、従来のOCR技術では読み取

り精度が低かったため、物体検出AIでの解決を検討していた

ソリューション (一部提案中)
• IBM Visual Insights + AC922 (導入済み)

図︓打刻印のイメージ
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IBM Visual Inspector ご紹介① 〜概要〜

IBM Visual Insightsで作成したモデルを使用して、iOSデバイスで推論

Visual Insightsで
モデル作成

作成したモデルを
ダウンロード

iOSデバイスのカメラ
で写真を撮って推論

5
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IBM Visual Inspector ご紹介② 〜機能〜
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一度モデルをダウンロードしてし
まえば、推論時にVisual Insightsの
サーバーとの接続は必須ではない

撮った写真をVisual Insightsのデータ
セットにアップロード可能
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IBM Visual Inspector ご紹介③ 〜事例〜
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IBM Visual Inspector ご紹介④ 〜弊社検証〜
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https://speakerdeck.com/ssisc/ibm-visual-inspector-how-to-detect-object

弊社でも実際に使用してみました
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その他画像系AI事例

ベテランの作業員の認識率
を上回る精度を実現︕︕

AIによる検査・判定の⾃動
化により、⼈件費や材料在
庫の削減、リードタイム短
縮を目指す(本番稼働開始)

9

※この事例は、Visual Insightsではなく、DLフレームワークを使用しての独⾃開発

https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/yamaya-communications

やまやコミュニケーションズ様 明太⼦不良品チェック
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Driverless AI事例①
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https://www.ibm.com/jp-ja/case-studies/kyushu-university

九州大学様 レーザー加工におけるパラメータ値の特定

レーザー加工による半導体電⼦デバイ
ス材料の物理特性の変化をAIで推定

H2O Driverless AI を用いた実証実験
で開発期間の9割短縮に目処︕︕

効果︓本格展開前に実施した実証実験
によりこれまで2年かかっていた開発
期間を10分の1に短縮することに目処

九州大学 大学院システム
情報科学研究院 ギガフォ
トンNext GLP共同研究部門
池上研究室
池上 浩教授

Driverless AIを使うことによっ
て開発期間を10分の1に短縮で
きれば、より早く新製品を市場
に投入できます。
今後は研究部門を挙げてAI活用
を進め、その結果をレーザー装
置の研究開発にフィードバック
していきたいと思います。
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Driverless AI事例② 産業用機械製品メーカー〜機器の利用状況のセンシングと予知保全〜

期待効果
• サービス開発の一環で、故障要因がセンサーにどのような形で現れるか確認、

実証するためには非常に多くの工数がかかっており、Driverless AIを用い
ることで、⼈間が直接数値をみなくともセンサーの反応箇所や反応の形態を
探索的なアプローチで⾒つけて工数を削減したい

• 摩耗系部品などで、故障前のセンサーの動作傾向に仮定がおける場合でも、
その実証のためには実際のデータを用いて統計的な仮説⽴証を⾏う必要があ
り、ここが⾃動化できることは工数削減と、スキルセットの観点で有用

重要ポイント
• 機械学習の専⾨知識が不要であることは、開発者にとって、機械工学上

の知⾒や仮説⽴証を迅速化する上で有用
• センサーデータの分析において加工や、重み付けなどの試⾏錯誤が必要

な部分を代⾏してくれる点をご評価いただく

ビジネス課題
• お客様は、商用機械のデジタル化促進という位置付けで、業務の効

率化や安全の確保を目的とした商用機械へのセンサーの付与とその
モニタリングサービスの展開を始めています。

• サービス拡充の一環として、機械の予知保全やメンテナンスサイク
ルの最適化の商用化のための基礎研究を進めていますが、業務使用
データの収集、故障の傾向の発⾒と実証の工数、モデル開発に必要
なスキルセット、目標精度実現など分析⼿法の⾼度化に対する課題
がありました。

ソリューション
• Driverless AI(検証)

モデル開発のイメージ

←9000カラム→

←
1
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0
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数クリック
数時間

予測モデルと
寄与度算出




